
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●学力の向上

●全職員による共通理解と共通実践
（校内研・授業改善・読書の習慣化）

●学力向上対策評価シートに示し
たマイプランの成果指標を達成し
た教師90％以上

●図書室の年間貸し出し冊数が
本人目標達成者80％以上

・教師の技により対話的な学びの場を充
実させ、児童の学びの深まりを図る。
・児童による授業の評価を取り入れ、授
業改善に生かす。

・授業時間外の図書室利用の促進と、
読書がんばり週間を設定する。

Ｂ

・児童の思いから主題やめあてをつくったり、「せ
ふりっ子つなぎことば」を意識させて対話させたり
など、主体的で対話的な深い学びの実践に向け
た授業改善への取り組みができている。
・図書館まつりやひらめきクイズを行うことで授業
時間外の利用を促してきた。また家庭学習がんば
り週間の中に読書の項目を入れて、読書がんばり
週間を継続して取り組んでいこうと思う。

A

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成
果指標を達成した教師は、90％で、ほとんどの教
師が授業改善のための手立てを意識して取り組
むことができた。また、児童のアンケート結果を分
析し、授業改善に生かすことができた。
・80％以上の児童が貸し出し冊数の本人目標を達
成できた。ひらめきクイズを毎週行ったり、家庭学
習がんばろう週間で読書の取り組みを行ったりし
たことで、図書館利用の促進ができた。

研究主任
研究副主任
図書館教育主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動
（人権・同和教育・道徳）

○神埼市の「四か条の誓い」や脊振小
の「石の門の教え」をもとに、感謝の気
持ちや礼儀正しさ、思いやりの気持ち等
を育むために、教育活動全体を通して繰
り返し指導し、９０％の児童が生活の中
で意識して実践できるようにする。

・人権集会の実施
・全校で「ぽかぽか広場」（友達の良い行
動の紹介）に取り組み、定期的に人権担
当からカードを紹介する時間を設け、友
達の良さ見つけへの意識を高めていく。
・「特別の教科　道徳」についての校内
研修等を行う。

Ｂ

・学校評価アンケートにおいて、感謝の気持ちや礼儀を意識し
て生活できていると肯定的な回答した児童が８５％。
・児童が「ぽかぽかカード」に書いた友達のよさを人権担当が
放送で紹介したことにより、お互いの良さを見つけようという意
識を高めることができた。
・夏休みに道徳の校内研修を行った。授業実践と評価につい
て職員で共通理解を図ることができた。
・児童の実態に合わせて、道徳の最重点目標の見直しをして
いく。

A

・学校評価アンケートにおいて、感謝の気持ちや礼儀を意識して生活
できていると回答した児童は９８％であった。
・人権集会では、読み聞かせを通して「おもいやり」について全校で考
えることができた。児童からのぽかぽかメッセージを紹介することで気
持ちのよい脊振小学校を目指すことができた。
・職員研修（模擬授業や道徳の評価について）で共通理解を図ったこ
とが指導に生かせた。また、評価フォルダーを作成し、活用することが
できた。
・R３年度の道徳の重点目標を見直し、R４年度に向けて職員で共通理
解することができた。

人権・同和教育主任
道徳科主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実
（生徒指導・教育相談）

○いじめ防止等について組織的対応が
できていると回答した教員90％以上

・日常の観察や定期的な個人面談、アン
ケートを行い、児童の実態把握に努め
る。
・把握した情報は、記録用紙に記録し、
学校所定の記録簿に綴る。また、職員
連絡会、生徒指導・教育相談連絡協議
会等で共通理解を図り、職員全体で対
応する。

A

・児童の様子や事案について各職員で観察・
調査を行っている。把握した情報については、
記録用紙にするとともに、管理職へ報告。生
徒指導・教育相談連絡協議会を中心に、情報
交換を行い、指導・支援に当たっている。児童
の生活習慣等をより充実させ、落ち着いた学
校生活を醸成することで、いじめの防止にもつ
なげたい。

A

・全職員で児童の観察やアンケート、聞き取りなどを行い、気になる児
童や事案、生活の様子を把握した。事案が発生した場合は、速やか
に管理職に報告し、関係職員で対応を協議した。生徒指導・教育相談
連絡協議会や毎週の職員連絡会で気になる児童や事案、生活の様
子等について情報交換を行い、全職員で指導・支援に当たった。児童
会と生徒指導を連携させ、児童自身に学校生活を改善する取り組み
を考えさせ、実践させることで、落ち着いた学校生活の醸成を図った。
・学校評価アンケートにおいて、１００％の職員がいじめの未然防止に
努めていると回答した。

生徒指導主任
教育相談主任

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動
（キャリア教育・総合・生活科・体験活
動）

◎「将来の夢や目標」について肯定的な回
答をした児童（小学６年生）80％以上
◎地域の人とのふれあいについてのアン
ケートで肯定的回答の児童９０％以上

・地域や社会の様々な人と出会う場面を設
定し、思いや願いを知ることで、学ぶことや
働くことの意義を考えさせる。
・児童に活動や学びの振り返り及びより充実
させる方策を考えさせる活動を仕組む。

A

・地域の方々との田植えや稲刈りなどの交流や自分た
ちの住む町の職業を調べる活動を通して，児童の働くこ
とへの関心を高めることができた。
・地域の方々との交流の後には，振り返りを書かせ，気
付いたことや感じたことを記述させることで，学習したこ
とへの理解を深めることができた。

A

・総合的な学習の時間や生活科の学習、キャリア教育
等を通して、今の自分や成長を振り返らせ、その後の展
望を考えさせた。また、学校行事を積極的に活用し、目
標達成に向けて方策を考え、実践する活動を多く仕組
んだ。６年生のすべての児童が、就きたい職業や目指
す人間像など自分の将来についての考えをもつことが
できた。
・地域や保護者の方々、関係機関や民間企業の方々な
どの協力を得て、様々な体験活動や教科等の学習に取
り組ませた。活動を振り返らせるとともに、感謝の気持
ちを伝える活動に取り組ませることで、学んだことの理
解や社会性、道徳性を養うことができた。アンケートで
は、１００％の児童が「地域の人とのふれあい」につい
て肯定的な回答をした。

総合的な学習主任
生活科主任
縦割り班担当

●「運動習慣の改善や定着化」
（体育）

●全校の80％が、自主的に休み時間を
使って運動する。

・体育委員会を中心に、スポーツイベントを
開催する。その際に、運動や遊びを推奨す
る声かけも行う。
・運動や遊びができる環境を整備する。

A

90％以上の児童が進んで体を動かして遊んでいると回
答した。昼休みには体育委員が体育倉庫を開け、全校
児童が遊びに使う用具を自由に使うことができるように
した。また、月に1度以上のペースでスポーツイベントを
開催することができた。

A

スポーツイベントの際に、体育委員が体を動かすことを
奨励したり、昼休みに体育倉庫を開けることで全校児
童が遊びに使う用具を自由に使うことができるようにし
たりするなど、外遊びができる環境を整えることができ
た。全ての児童が、進んで体を動かしていると回答し
た。

体育科主任

●「望ましい生活習慣の形成」
（保健）

●給食後の歯みがき実施率100％を維
持し、家庭での食後の歯みがき実施率
80％以上

・給食後の歯みがき指導を継続し、家庭
での習慣化につながるよう保護者への
啓発を行う。 A

児童が１００％、保護者が８７％、食後の歯みがきがで
きていると回答していた。学校で取り組んでいることが、
家庭でもできていると考える。 A

年間を通して、登校前の歯みがき実施への声かけをし
た結果、１００％の児童が歯みがきをして登校する習慣
ができたと回答した。また、保健だよりで歯の特集を組
み、家庭への情報提供を行ったことで、歯科検診後の
受診率も高まった。

養護教諭

●「安全に関する資質・能力の育成」
（安全・防災）

●非常時の避難の仕方を理解し、避難
訓練において安全に避難できる児童
100％

・避難訓練において、児童及び職員の動
きの理解を図り、状況に応じた避難を実
践させる。

A

・避難訓練では、大部分の児童が真剣に避難すること
ができていた。今後は、児童に状況に応じた避難の仕
方を考えさせ、実践させる場面を設定する。
・アンケートでは、100％の児童が、「災害（地震・火事・
大雨など）の時、身を守る行動ができている」と答えてお
り、意識が高まっていることが分かる。

A

・避難訓練において、各職員の役割分担及び避難時の動き等
を明確にした。それを基にシミュレーションを行い、細やかな対
応についての共通理解を図った。児童に対して、避難の仕方
とその意義について理解させた。火災避難訓練では、休み時
間中の火災を設定し、児童自身が思考・判断しながら避難す
るようにした。すべての避難訓練において、全児童が真剣に、
すばやく非難することができていた。

安全教育担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を意識できた教職員80％
以上

・タイムマネジメント力を高めるために、職員
が毎日、退勤予定時刻を決めて効率的に勤
務にあたる。
・業務内容について職員で話し合って整理
し、スリム化を図る。

Ｂ

・８月に多忙化対策検討委員会を開き、校務の精
選や効率化をはかる手立てを話し合った。できる
ことは、２学期から実施している。
・職員の時間外勤務平均は３８．４時間。４５時間
以内の職員は、７５％であった。

A

・４月～１月までの職員の時間外勤務平均は３７．３時
間であった。中間評価の時点よりさらに効率的に勤務
にあたっている職員が増えた。アンケートでも９２％の
職員が勤務時間を意識して仕事に取り組んでいると答
えており、タイムマネジメント力が高まってきている。

教頭・校長

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

○地域連携教育の充実

○地域連携力の拡大 ○チーム脊振のメンバーを増やし、１年
間の中で全学年と交流の機会をもつ。

・ホームページのイベントギャラリーで地
域連携教育活動の広報に力を入れ、
チーム脊振の充実を図る。 A

・チーム脊振の方々との交流の機会が増え、田植
え・稲刈りも実施できた。１２月のしめ縄作りで全
学年が交流できる予定。地域連携教育活動の様
子は、ホームページで随時知らせている。

A
・コロナ禍の中で感染対策をしながら、全学年が地域の方と体
験学習をすることができた。３学期は、リモートで「全校お話
会」を実施することができた。学校と地域の連携については、
保護者アンケートで１００％の方が肯定的な回答をされてい
た。

教頭・校長

○小中連携教育の充実

○９年間を見通した小中連携教育の推
進

○中学生または中学校教諭との交流活
動についてのアンケートで肯定的回答９
０％以上

・小中合同の交流活動、交流授業を年
間に１０回以上実施。 A

・小中合同の運動会、中学生による読み語りなど、感染
予防に努めながら可能な活動を実施することができて
いる。交流授業についても、小中で話し合いながら、計
画に沿って順に実践することができている。

A
・感染予防に努めながら可能な活動を実施することができた。
交流授業では、小中の職員で連絡を密に取り合いながら授業
の準備をし、充実した授業実践ができた。授業後の「振り返
り」では、90％以上の児童が肯定的な感想を記述している。

教務

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上
（特別支援教育）

○特別支援に関する専門性が向上した
教員90％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・医療機関と連携したケース会議の開
催、情報共有 A

・夏期休業中に特別支援に関する研修会を実施し
た。
・担任と医療機関で話し合う時間を設け、情報共
有を図ることができた。

A
・職員３名が神埼市内の通級指導教室の授業を見学し、児童の支援
に生かすことができた。
・佐賀県療育センターのオンライン講演「発達障害について」を90％の
職員が視聴し、研修を行った。学校評価アンケートにおいて、１００％
の職員が特別支援教育について研修を深めることができたと回答をし
ている。

特別支援教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・小中共通の研究主題を設定し、９年間の成長を見据えた学力向上を目指した。来年度も小中合同の交流活動、交流授業を充実させるとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業実践に取り組んでいきたい。
・児童が落ち着いて行動したり、友だちと助け合って生活したりすることができていた。引き続き、安心して学校生活を送ることができるような、支持的でお互いを大切にする風土作りを推進したい。
・コロナ禍でも方策を探り、地域・社会と連携した体験活動を行うことができた。故郷を大切にし、生き方を再考する機会を引き続き持たせ、自ら考えて行動する児童を育成したい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・小中合同の交流活動、交流授業については、コロナ禍の中でも状況に応じて、実施することができた。来年度は、共通の研究主題を設定し、ベクトルを揃えて、９年間の成長を見据えた学力向上を目指したい。
・児童が支え合いの中で安心して学校生活を送ったり、困った時は家庭や学校の誰かを頼ったりすることができていた。引き続き、お互いの人格を尊重する指導を行い、支持的風土作りを推進したい。
・地域・社会と連携し、様々な体験活動を通して、故郷を大切にし、生き方を再考する機会を引き続き持たせ、自ら考えて行動する児童を育成したい。

２　学校教育目標 脊振を愛し　進んで学ぶ　たくましい子どもの育成

３　本年度の重点目標

①安心して学べる場を確保し、子ども・保護者・地域から信頼される学校をつくる。

②教職員の意識改革と効率的な自己研鑽を推進し、指導力と人間性の向上を図る。

③「知、徳，体」の調和のとれた生き抜く力を備えた子どもを育成する。

学校名 神埼市立脊振小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●健康・体つくり

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価


